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それでは皆さんおはようございます。  

只今から第 2回幌延町教育委員会議を開会いたします。  

本日の出席、教育委員ですが、 4名ということです。  

会議時間については 1時間半程度を目処に進めていきたいと考えてお

ります。  

前回会議録の署名については出席委員にいただきました。  

本日の会議録作成については、椿係長にお願いいたします。  

諸般の報告については会議日程表に書いてありますので、紙面報告と

いたします。  

私の方からですがお手元にレジュメを配っていると思います。  

そちらに従って説明したいと思います。  

最初に挨拶です。この前に、新しい学校についてということで児童会

と生徒会との懇談の機会を持たせていただきました。  

今配付しました幌延小学校児童会、幌延中学校生徒会意見交換会議事

録という議事録を起こしております。非常に面白かったです。子供たち

の率直な意見をいただきました。  

1月 29日、小学校を会場にして児童会生徒会の子供たちが集まりまし

た。  

理想とする学校を聞いたのですが、仲のよい学校とか行きたいと思え

る学校、勉強がいっぱいできる学校、学年関係なくみんなが笑顔になれ

る学校、そんなふうに言っておりました。  

少しイメージがつきづらいと思うので、子供たちには、壁はどんな色

がよいという話をしていましたら、蛍光色がよい、オレンジ色、黒や紺

がよい、そういう話をしています。  

どんな施設が欲しいというのは、中学校は仮眠室が欲しい、エアコン

というお話も出ておりました。  

あとは議事録を見ていただければと思いますが、その辺りの内容を町

長にも、こういうアイデアが出ていましたということでお話をしました

ら、 1つでも多く叶えてあげたいという話をしておりました。  

そのあとですが、先日、 13日から 15日、町政懇談会を実施しました。

小中一貫に関して色々な意見が沢山出ました。やはり新校舎の立地場所

について出ていました。  

小学校の方は地盤が悪いのではないかということも出ておりました

し、山を削ったらいいのではないかという話も出ていました。あとは小

中一貫教育に関する報告を議会の方にもきちんとしたらよいというとこ

ろも指摘がありました。  

その他は問寒別小学校を存続してくださいという話が出ていました。

教職員の地域行事への参加についても出ておりました。  

そのようなことで町政懇談会を終えております。  

次に 2番目です。管理職教職員人事については 2月 14日で一応終了して
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おります。  

まだ若干、一般の先生の動きがあります。  

管理職は、まだ仮内示ということです。  

次に、小中一貫基本構想についてということで、別添に小中一貫リー

フレットをつけておきました。カラーで、新しく A3の 1枚で作成してい

ます。  

色々な会議、説明会で使っていきたいと思っております。  

今後の予定ですが、小中一貫検討部会がありましたので基本構想につ

いて、変更点修正点を確認して、子供たちの意見も取り入れておりま

す。  

今、 2月 13日から 3月 3日までパブリックコメントを受け付けておりま

す。  

今度 3月 8日、教育委員会議で小中一貫の進捗状況について進めていき

たいと思っております。  

4番目です。令和 6年度幌延町教育執行方針についてということで先日

配付いたしましたので本日協議したいと思います。  

何か御意見があればいただきたいと考えております。  

最後に 5番目です。  

卒業式及び入学式、このような形になっておりますので、御出席をよ

ろしくお願いしたいと思います。  

新任教職員着任式は 4月 4日ということを今のところ考えております。  

何かありますか。  

 

意見交換会で北電総合設計が出席していますが、基本設計は北電総合

設計で決まっているのですか。  

 

基本構想までです。基本設計はまだ決まっておりません。  

 

予算もこれからです。  

 

それでは早速、教育委員会議の方を始めたいと思います。本日ですが

協議案 4件ということで進めたいと思っています。  

それでは、まず協議案第 1号です。  

令和 5年度教育費補正予算の要求について上程します。  

事務局から説明をお願いします。  

 

協議案第 1号「令和 5年度教育費補正予算の要求について」事務局より

ご説明いたします。  

本案件は、 3月 11日開会の幌延町議会定例会に提出したいので協議す

るものです。  

別紙 1の歳入についてですが、教育費予算総額 10,868千円に 14,030千

円を増額補正し、 24,898千円にしようとするものです。  

主な内訳ですが、  

13款 1項 5目の教育使用料で社会体育施設に係る使用料、併せて 340千

円の減、  

15款 2項 8目の教育費道補助金では、北海道へ申請していた幌延町スポ

ーツ公園改修事業が採択されたことから、 14,400千円の新規計上です。  

次に、別紙２の歳出をお開き下さい。  

10款 教 育 費 予 算 総 額 579,075 千 円 か ら 6,607千 円 を 減 額 補 正 し 、

572,468千円にしようとするものです。  

主な内訳ですが、  

1項教育総務費の 1目教育委員会費、 2目事務局費、 3目教育振興費で

は、各科目の事業・事務及び人件費の経費を精査し、それぞれ減額。  

2項 1目の小学校・学校管理費では、小学校総務費で委託料等の精査
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445千円の減、幌延町小中一貫校基本構想策定事業で、委託料・契約執

行残 792千円の減等、全体で 1,544千円の減額、  

4項社会教育費では、 1目社会教育総務費から 5目青少年教育費で、各

科目において、各事業・事務の経費を精査のうえ、それぞれ減額し、 6

目体育振興費は、社会体育振興管理費の委託料で、スキー場管理業務の

契約執行残 838千円、総合スポーツ公園改修事業の工事請負費の契約執

行残 1,232千円等、併せて 2,118千円の減額となります。  

以上、ご協議のほど、よろしくお願いいたします。  

 

只今説明がありました協議案第 1号について質問、意見がありました

らお受けしたいと思います。  

 

今年スキー場で運営、稼働された日数が少なかったことで、当然、か

かったお金も少ない。業者、町営牧場の方々は出た日数分しか支払われ

ないシステムなのでしょうか。それとも契約金はこれという形で支払わ

れているのでしょうか。  

 

今の質問にお答えします。  

委託料につきましては、年間でお支払いしております。  

基準としましては、運行日、営業日、それが半分以上出たときには人

件費の件もありますので、満額払うことになっております。  

ただそれを下回ったときには、契約金額の 9割という契約になってい

ますので、今年の稼働日と後片付けもこれからありますけども、そのと

きに、その率を満たすか満たさないかで金額は変わってきます。  

ちょうどスタート遅れましたその分、ゲレンデ整備の期間も要します

から、そのような形の契約内容となっております。  

 

はい、分かりました。  

そういうふうにして支払っていかないと、請け負ってくれる業者もい

ないと思いますのでそれはそれで、納得していただくしかないと思いま

す。  

 

他にございますか。  

 

先程の歳入の地域づくり総合交付金 1,440万円の詳しい内容を教えて

いただけますか。  

 

はい、お答えします。  

こちらにつきましては、今年度パークゴルフ場の照明等電気関係で、

整備改修を行っております。  

キュービクルも含めて更新したわけですが、それにかかる経費としま

して 2,800万円ほどかかっていまして、それに対する 2分の 1補助になっ

ています。  

区切りのよいところで、 1,440万の交付金が採択されて、それが歳入

として入ってきますので、残りの分が町の持ち出しという形になってお

ります。  

こちらは 11月の工期で受けて、無事支払いも済んでおりますので、そ

れに伴っての確定ということで載せさせていただいております。  

 

はい、分かりましたありがとうございます。  

 

他にございますか。  

よろしいですか。  
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はい。  

 

それでは、只今説明のありました協議案第 1号について原案のとおり

決定することに異議はございませんか。  

 

はい。  

 

異議なしと認めまして原案のとおり決定させていただきます。  

それでは、協議案の第 2号です。  

令和 5年度教育行政の概要報告について上程しますので、事務局から

の説明をお願いいたします。  

 

協議案第 2号令和 5年度教育行政の概要報告についてですが、  

これにつきましても、 3月の議会定例会において報告するものです。  

教育長から口頭により、学校教育について、及び社会教育について、

次のとおり報告します。  

まず、学校教育ですが、  

各学校とも、大きな事故、怪我もなく 3学期がスタートし、感染予防

対策を講じながら、学年末の学習のまとめや卒業式などに向けて、教育

活動に取り組んでいること、  

令和 5年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査の「北海道教育委員

会が作成する報告書」に、本町の状況等を掲載することに、幌延町教育

委員会も同意し、広報「ほろのべの窓」で、そのインフォメーションを

掲載する予定であること、  

2月 6日には、幌小 3年の橋本英恵さんと幌中 2年の島田力輝さんに宗谷

教育局局長から「北の輝き」の表彰状が直接手渡されたこと、  

来年度小学校に入学する子どもたちの新 1年生体験入学が行われ、幌

小に 15名、問小に 2名の新 1年生が入る予定であること等を報告し、  

次に、社会教育ですが、  

1月 5日に「二十歳の集い」開催し、 15名の成人が集い新たな門出をお

祝いしたこと、  

1月 20日にスキー場のオープン、 1月下旬から町内書初め展を開催し、

1月 26日に表彰式を開催したこと、  

2月 17日に予定していた町民スキー大会が、急激な暖気によるゲレン

デコンディション不良のため、残念ながら中止となったこと、  

スポーツ少年団活動では、  

野球少年団が、 1月 17日に札幌つどーむで開催された、第 3回パイオニ

アライオンズクラブ・ワールドプレミア野球大会 U-12交流大会に猿払と

の合同チームで出場したこと、  

バレーボール少年団が、 1月 6日に江別市で開催された、第 40回北海道

小学生バレーボール選抜優勝大会の男子の部に、幌延ジーライズが道北

ブロック第 1代表として出場し、ベスト 8だったこと、  

子ども会活動では、  

2月 19日に札幌市で開催された、第 27回北海道子どもかるた大会に、

中学生の部・宗谷第 2代表として、幌中 2年の鷹合留華さん、 1年の門田

光環さん、早坂  樹さん、幌小 6年の鷹合玲奈さんが出場したこと、等

を報告します。  

 

次に、行政報告資料について、簡単にご説明申し上げます。  

資料 1ページの教育予算の執行状況ですが、 1月末の時点で教育費予算

総額 579,075千円に対し執行額 292,408千円で執行率は 50.50％で、例年

より多少低い執行率となっております。  

1ページ下段の町立学校、学級編制及び教職員数についてですが、前

回 11月 28日開催の第 11回教育委員会議でご説明した数値と比較します
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と、幌延小学校で転校により児童 1名減となり、幌小の児童数が 94名

に、小学校合計で 106名、全児童生徒数が 161名となります。  

2ページ以降は、社会教育事業の実施状況や各施設の利用状況等、 1月

末における現況を記載しておりますので、ご覧いただければと存じま

す。  

以上、協議案第 2号の説明といたします。よろしくお願いいたしま

す。  

 

只今説明がありました協議案第 2号について、質問、意見がありまし

たらお願いします。  

 

北の輝きは新聞にも幌延町で 6人目と載っていましたが、以前誰が受

賞したか分かりますか。  

 

遠藤さんが、複数回受賞はしておりますが、それは 1名カウントとな

っており、そのあと、バレーボールと野球がありまして、それがカウン

トされての人数ということです。  

 

ありがとうございます。新聞を見て、気になり、意外と町民ですが分

かっていなかったと思いました。  

 

他にございますか。  

それでは説明のありました協議案第 2号について原案のとおり決定す

ることで異議はございませんか。  

 

はい。  

 

異議なしと認めまして、原案のとおり決定させていただきます。  

それでは、協議案第 3号令和 6年度教育行政執行方針について上程しま

す。  

事務局から説明いたします。  

 

前回、令和 6年度幌延町教育行政執行方針ということでお配りしたと

思います。  

内容、目標等は 5年度と大きくは変わっておりません。  

文言を変えたりとか、柱が今まで 4本あったものを 3本に変えたりとい

うところです。  

1番最後の執行方針の概要というところで、図で、まとめております

ので、この辺で見ていただければと思います。  

全体通して読んでみて何かこういうのも入れたらよいのではないかと

いうものがありましたら、いかがでしょうか。  

この前に校長先生、教頭先生、事務局で見ていただいて、それを今回

上程したもので、この中身は大丈夫かと思いますが、  

(2）番の文化協会文化芸術活動への支援と認定こども園や問寒別つ

ー、僻地保育所への移動図書室の実施も入れて、訂正して、出したいと

思います。  

 

よろしいですか。  

それでは、只今説明ありました協議案第 3号、訂正をし、原案のとお

り決定することに御異議ございませんか。  

 

はい。  

 

異議なしと認めまして、原案のとおり決定させていただきます。  
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それでは、協議案第 4号教育費当初予算の要求について上程します。  

事務局から説明をお願いします。  

 

協議案第 4号令和 6年度教育費当初予算の要求について、事務局よりご

説明いたします。  

本案件につきましても、 3月議会定例会に提出したいので、協議する

ものです。  

それでは、次のページ、別紙 1の令和 6年度教育費予算要求一覧表の歳

入をご覧ください。  

6年度は、歳入予算合計 8,482千円で、昨年度と比べると、 19千円の増

額となります。  

主なものについて、ご説明させていただきます。  

13款 1項 5目、教育使用料は、各施設ともこれまでの実績を勘案し、

1,768千円を計上しております。前年度と比較しますと 15千円の減とな

ります。  

14款 2項 5目、教育費国庫補助金は、へき地児童生徒援助費で修学旅行

の対象児童が 2名に増える分等、 182千円を計上しております。前年度と

比較しますと 58千円の増となります。  

16款 1項 1目、財産貸付収入では、幌延地区 23戸、問寒別地区 10戸の住

宅料として、 5,814千円を計上しております。  

20款 5項 1目、雑入は、各講座の個人負担金などを、過去の実績を勘案

し、 542千円計上しております。前年度と比較しますと 24千円の減とな

ります。  

続きまして、別紙 2の歳出についてです。  

教育費予算総額 477,512千円で、前年度当初と比べると 79,068千円の

減額となります。  

主なものについて、ご説明させていただきます。  

1項 3目、教育振興費の、「教育振興費」では、小中一貫校検討部会の

開催に係る経費や視察旅費、就学扶助費など前年度対比 1,000千円の

増、「情報教育研究推進事業」では、外国語教育推進事業と学習支援事

業 は 人 件 費の 増 で 、教 育 振 興 費合 計 36,036千 円 と なり 、 前 年度 対 比

7,116円の減となっております。  

1項 4目、教員住宅費の、「教員住宅管理費」では、幌延中学校横等の

教職員住宅周辺の雑木伐採業務として委託料 1,210千円を新規計上。「教

員住宅補修事業」では、幌延地区の 2棟 12戸の屋根・壁塗装修繕料 4,521

千円を計上。「教員住宅整備事業」では、幌延地区教職員住宅の建替え

に伴う 2棟 8戸の実施設計委託料、用地取得費等 20,825千円を新規計上し

ております。  

2項、小学校費・学校管理費では、「小学校総務費」で、幌小の中庭遊

具の一部を更新する修繕料 2,419千円の新規計上と併せて、職員の人件

費やスクールバス委託料の増額対応により前年度対比 5,390千円の増。

「小学校教師用指導書等購入事業」では、 6年度は指導書の改訂年度と

いうことで、需用費 6,241千円を計上しております。  

3項、中学校費・学校管理費の、「幌延中学校改修事業」では、幌延中

学校体育館の屋根・外壁・煙突等の塗装修繕工事として 37,441千円を新

規計上しております。  

次に、 4項、社会教育費ですが、  

1目、社会教育総務費は、人件費の増です。  

2目、生涯学習センター費では、問寒別生涯学習センター前の段差を

解消するための修繕料 847千円を計上しております。  

3目、美術館費では、心象先生の未収蔵作品の確認等のための出張旅

費 225千円の新規計上、その他、例年の作品展示替えの経費や心象館夕

べの集いコンサート、書カフェ等の経費を計上しております。  

4目、成人教育費では、生きがい教室、家庭教育学級、料理教室、舞
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台芸術鑑賞等の経費を計上しております。 5年度の舞台芸術鑑賞は“お

もしろハッピー落語会 in幌延町”を予定しております。  

5目、青少年教育費では、チャレンジ教室、二十歳の集い、 書初め

展、朝活事業などの経費を計上しております。  

6目、体育振興費では、「社会教育支援事業」として、スポーツ・体育

分野等に関する事業及び施設管理体制の充実を図るため、地域おこし協

力隊員を募集し、配置する経費 4,593千円を新規計上しております。  

7目、体育館費の、「総合体育館トレーニング機器整備事業」では、ト

レーニング室に設置しているトレーニング機器が老朽化していることか

ら、計画的に機器を更新するための経費として、 6,406千円を新規計上

しております。  

最後に、 5項、保健体育費ですが、  

1目、学校保健費は、 6年度は耳鼻科・眼科の巡回健診がない年度とい

うことで、 1,469千円の計上となります。  

2目、学校給食費は、人件費及び給食運搬委託料の増となっておりま

す。  

以上、雑駁ですが、提案理由の説明といたします。よろしくお願いい

たします。よろしくお願いいたします。  

 

只今説明のありました協議案第 4号について、質問意見ございました

らお受けしたいと思います。  

 

教員住宅について先日お知らせ頂きましたが、どこに建てる等の何か

決まったことはあるのでしょうか。  

 

資料だけ先にお配りさせていただいたのですが、追加資料に住宅の位

置図等がお分かりになるかと思います。  

予定地は、 2枚目、今の幌小の奥の方、今 2階建ての 36号と 37号が建っ

ているのですが、その隣の隣地の土地を購入したいと思っています。  

156番地の 1です。  

2棟 8戸を今予定しています。 4枚目が住宅の間取りになっていまして

3LDKを 8戸分、用意したいと考えております。  

先程、新年度予算を説明させていただきましたが、 6年度については

実施設計、その用地取得の関係を考えております。  

予定としては 7年度の建築完成に向けて今動き出すような感じになり

ます。  

 

ありがとうございます。  

続けてですが、小中一貫校を建てるまで、まだ何年もありますが、先

程おっしゃった小学校の中庭の遊具を直すことや、中学校体育館の補修

は、結構大変なお金だと思います。仕方のないことなのでしょうか。  

 

確かに先が決まっている施設ですので、お金をかけるということは難

しいのですが、まず中学校の体育館については、その後も地域の体育館

ということで残すと、換気設備等にお金をかけて、 LED化もしています

し、まだまだ使えるということで、今回は外装も直しておこうというこ

とで今回補修をさせていただくということで考えております。  

小学校の遊具については、今の児童たちが生活している中で、遊具の

老朽化で遊具が殆どなくなっているということもあり、今いる子供たち

のために是非つけてほしいという要望もありました。  

今回の遊具については、移設が可能な遊具、ブランコと滑り台を計画

していて、要望もブランコと滑り台と小学校の方からありましたので、

今回予算を上げさせていただいています。  

 



澤谷委員  

 

 

青木教育長  

 

堀委員  

 

 

 

伊藤次長  

 

 

 

 

 

 

 

 

椿係長  

 

 

堀委員  

 

青木教育長  

 

 

 

各委員  

 

青木教育長  

はい、ありがとうございます。  

次につながる使い方であればよいと思いました。  

 

他にございますか。  

 

スクールバスの運行につきまして値上げをするということを頂きまし

たけれども、どれぐらいの割合で何を基準にというのが分かればお願い

します。  

 

スクールバスの委託算定をするに当たって、スクールバスの運転士の

賃金給与単価を町の賃金単価を使って計算するので、町の賃金委託の賃

金単価が上がると合わせて上がるということになっております。  

それと併せて、町バスが、今まで学校運営で町バスを使わせてもらい

児童生徒の移動等をしていたのですが、今回町バス契約が難しく、町内

移動については、町バスが今まで担っていた分、可能な限りスクールバ

スで対応ということで、業者さんから言っていただいたので、その分の

経費も上乗せして、今回、委託料が上がっているということです。  

 

補足ですが増額率は幌延地区と問寒別地区で 8％程を考えておりま

す。  

 

了解しました。  

 

他にありますか。  

それでは、ただいま説明のありました協議案第 4号について原案のと

おり決定することに御異議ございませんか。  

 

はい。  

 

異議なしと認めまして、原案のとおり決定させていただきます。  

以上で提出された案件について、全て終了いたしましたので、第 2回

教育委員会議を終了させていただきたいと思います。  

 

 

以下、余白  

 

 

 

 

 

 

 

 
 


